
衛生的にごみを捨てることができる

Ｋａｇａｙａｋｉ（ＧＨＲ２４０Ａ１―Ｒ）

思い出の写真を高画質に表現した

マウスパッド（サンプル）

医療専門課程が学ぶ新第２校舎

鍼灸師科は緑色のロッカーで

統一した

グランプリに選ばれた『ヨーヨーの波』

　

コ

ロ

ナ

禍

で

の

行

動

制

限

が

な

く

な

っ

た

こ

と

で

、

学

校

で

も

直

接

の

交

流

が

戻

り

、

子

供

た

ち

は

仲

間

や

先

生

と

の

リ

ア

ル

で

強

い

絆

を

実

感

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

う

し

た

中

、

卒

業

生

と

学

校

の

絆

の

証

し

と

し

て

、

卒

業

記

念

品

の

役

割

は

ま

す

ま

す

重

要

に

な

っ

て

い

る

。

こ

こ

で

は

㈱

テ

ラ

モ

ト

、

オ

リ

オ

ン

機

械

㈱

、

㈱

吉

澤

が

卒

業

記

念

品

と

し

て

用

意

し

て

い

る

製

品

を

紹

介

す

る

。

　

オ

リ

オ

ン

機

械

㈱

（

長

野

県

須

坂

市

）

の

「

ジ

ェ

ッ

ト

ヒ

ー

タ

ー

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｔ

Ｅ

」

は

、

温

風

で

広

範

囲

を

暖

め

る

高

出

力

の

業

務

用

暖

房

器

具

。

特

別

な

工

事

を

必

要

と

せ

ず

、

冷

え

切

っ

た

空

間

を

素

早

く

暖

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

静

音

モ

デ

ル

「

サ

イ

レ

ン

ト

シ

リ

ー

ズ

」

は

、

静

音

化

に

よ

り

卒

業

式

や

終

業

式

等

の

最

中

で

も

運

転

音

が

気

に

な

ら

な

い

。

中

で

も

「

Ｋ

ａ

ｇ

ａ

ｙ

ａ

ｋ

ｉ

」

は

運

転

音

�

／

�

�

（

周

波

数

�

／

�

㌹

）

と

、

静

か

な

公

園

に

い

る

の

と

同

じ

レ

ベ

ル

ま

で

に

抑

え

ら

れ

て

い

る

。

　

ま

た

、

運

転

開

始

か

ら

２

分

後

に

、

室

温

に

応

じ

た

三

つ

の

運

転

モ

ー

ド

を

切

り

換

え

る

「

ｅ

ｃ

ｏ

運

転

」

が

標

準

運

転

と

な

っ

て

お

り

、

暖

か

さ

を

持

続

し

な

が

ら

灯

油

代

の

節

約

が

可

能

と

な

っ

て

い

る

。

　

ジ

ェ

ッ

ト

ヒ

ー

タ

ー

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｔ

Ｅ

は

ク

ラ

ブ

活

動

時

の

暖

房

か

ら

、

中

庭

、

多

目

的

ホ

ー

ル

と

い

っ

た

広

範

囲

の

暖

房

な

ど

用

途

が

広

が

っ

て

い

る

。

学

校

で

の

使

用

ニ

ー

ズ

が

高

ま

り

、

チ

ャ

イ

ル

ド

ロ

ッ

ク

機

能

を

搭

載

し

た

こ

と

で

安

全

性

も

考

慮

。

ア

ク

セ

サ

リ

ー

（

別

売

品

）

と

し

て

学

校

向

け

セ

ッ

ト

（

収

納

カ

バ

ー

兼

用

ミ

ラ

ー

シ

ー

ト

・

ガ

ー

ド

フ

ェ

ン

ス

・

高

温

注

意

プ

レ

ー

ト

）

も

用

意

し

て

い

る

。

　

■

問

い

合

わ

せ

＝

オ

リ

オ

ン

機

械

㈱

お

客

様

相

談

セ

ン

タ

ー

☎

０

１

２

０

（

９

５

８

）

０

７

６

、

Ｅ

メ

ー

ル

：

ｓ

ｉ

ｊ

ｏ

＠

ｏ

ｒ

ｉ

ｏ

ｎ

ｋ

ｉ

ｋ

ａ

ｉ

．

ｃ

ｏ

．

ｊ

ｐ

、

Ｕ

Ｒ

Ｌ

：

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

／

／

ｗ

ｗ

ｗ

．

ｏ

ｒ

ｉ

ｏ

ｎ

ｋ

ｉ

ｋ

ａ

ｉ

．

ｃ

ｏ

．

ｊ

ｐ

／

　

校

内

の

清

掃

に

使

わ

れ

る

ほ

う

き

や

ち

り

と

り

を

長

年

製

造

、

販

売

し

て

い

る

㈱

テ

ラ

モ

ト

（

本

社

：

大

阪

府

大

阪

市

、

東

京

本

社

：

千

葉

県

市

川

市

）

は

大

型

の

自

動

開

閉

ご

み

箱

「

ト

ラ

ッ

シ

ュ

ボ

ッ

ク

ス

Ｆ

Ｔ

タ

ッ

チ

レ

ス

」

を

開

発

、

販

売

し

て

い

る

。

　

多

く

の

学

生

が

集

う

共

有

ス

ペ

ー

ス

に

大

型

ご

み

箱

が

設

置

さ

れ

て

い

る

と

、

ご

み

の

ポ

イ

捨

て

禁

止

の

啓

蒙

に

つ

な

が

り

、

学

校

の

美

観

維

持

に

効

果

的

で

あ

る

。

ふ

た

の

付

い

た

ご

み

箱

で

あ

れ

ば

、

捨

て

ら

れ

た

ご

み

を

見

え

な

く

す

る

た

め

、

景

観

を

損

ね

な

い

。

　

し

か

し

、

食

堂

等

で

は

汚

れ

た

ご

み

が

多

く

捨

て

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

ご

み

箱

自

体

が

汚

れ

や

す

く

、

従

来

の

ふ

た

付

き

の

ご

み

箱

で

は

ふ

た

を

押

し

開

け

る

た

め

、

汚

れ

た

ご

み

箱

に

触

れ

る

必

要

が

あ

り

、

衛

生

的

に

扱

い

づ

ら

い

も

の

だ

っ

た

。

　

そ

こ

で

、

同

社

で

は

長

年

多

く

の

施

設

に

導

入

実

績

の

あ

る

業

務

用

大

型

ご

み

箱

に

赤

外

線

セ

ン

サ

ー

感

知

式

の

自

動

開

閉

ふ

た

を

取

り

入

れ

た

。

ご

み

を

持

つ

手

を

ふ

た

に

近

づ

け

る

だ

け

で

ふ

た

が

自

動

で

開

く

た

め

、

ご

み

箱

に

直

接

手

を

触

れ

ず

に

衛

生

的

に

ご

み

を

捨

て

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

多

く

の

学

校

で

衛

生

管

理

が

よ

り

一

層

徹

底

さ

れ

て

い

る

中

、

雑

菌

の

温

床

に

な

り

得

る

ご

み

箱

に

非

接

触

で

捨

て

ら

れ

る

安

心

が

必

要

と

さ

れ

て

き

て

お

り

、

同

商

品

は

こ

う

し

た

学

校

の

ニ

ー

ズ

に

対

応

す

る

。

　

電

源

は

単

三

ア

ル

カ

リ

電

池

を

４

本

使

い

、

コ

ン

セ

ン

ト

の

な

い

場

所

で

も

設

置

可

能

で

、

約

６

千

回

連

続

開

閉

で

き

る

。

別

売

り

の

Ａ

Ｃ

ア

ダ

プ

タ

ー

を

使

え

ば

、

コ

ン

セ

ン

ト

か

ら

給

電

で

き

、

電

池

切

れ

を

気

に

せ

ず

に

使

い

続

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

屋

内

用

の

た

め

、

屋

外

で

の

使

用

は

で

き

な

い

）

　

■

問

い

合

わ

せ

＝

㈱

テ

ラ

モ

ト

：

本

社

☎

０

６

（

６

５

４

１

）

３

３

３

３

、

東

京

本

社

☎

０

４

７

（

３

５

８

）

１

１

５

１

　

平

成

医

療

学

園

専

門

学

校

（

大

阪

府

大

阪

市

）

は

知

識

と

技

術

を

身

に

付

け

た

上

で

優

れ

た

人

間

性

を

備

え

、

新

し

い

時

代

に

お

け

る

業

界

の

リ

ー

ダ

ー

と

な

り

得

る

「

次

代

の

医

療

人

」

と

し

て

柔

道

し

ん

き

ゅ

う

整

復

師

、

鍼

灸

師

を

育

成

し

て

い

る

。

医

療

や

ス

ポ

ー

ツ

の

現

場

で

、

伝

統

医

学

、

東

洋

医

学

の

知

識

と

技

術

を

発

揮

で

き

る

臨

床

力

を

育

む

と

と

も

に

、

医

療

人

と

し

て

必

要

な

人

間

性

や

モ

ラ

ル

の

養

成

に

も

力

を

注

ぎ

、

２

０

０

０

年

４

月

の

平

成

柔

道

整

復

専

門

学

院

と

し

て

の

創

立

以

降

、

第

一

期

生

か

ら

全

国

平

均

を

上

回

る

国

家

試

験

合

格

率

を

達

成

し

て

き

た

。

　

医

療

専

門

課

程

は

柔

道

整

復

師

科

、

鍼

灸

師

科

、

東

洋

療

法

教

員

養

成

学

科

の

３

学

科

で

構

成

。

柔

道

整

復

師

科

は

実

践

的

な

授

業

な

ど

を

通

し

て

、

技

術

や

知

識

、

ス

ポ

ー

ツ

外

傷

な

ど

を

徹

底

的

に

学

習

す

る

。

医

療

や

福

祉

、

ス

ポ

ー

ツ

な

ど

、

幅

広

い

分

野

で

活

躍

で

き

る

柔

道

整

復

師

を

育

成

す

る

。

　

鍼

灸

師

科

も

実

践

的

な

学

習

を

繰

り

返

し

、

知

識

と

技

術

を

身

に

付

け

る

こ

と

が

可

能

。

ス

ポ

ー

ツ

ヘ

ル

ス

ケ

ア

コ

ー

ス

は

ス

ポ

ー

ツ

を

中

心

に

幅

広

い

世

代

か

ら

ニ

ー

ズ

が

あ

る

ス

ポ

ー

ツ

分

野

と

し

て

時

代

に

求

め

ら

れ

る

鍼

灸

師

を

目

指

す

。

ビ

ュ

ー

テ

ィ

ー

ケ

ア

コ

ー

ス

で

は

美

容

を

中

心

に

体

の

内

面

と

外

面

か

ら

ア

プ

ロ

ー

チ

す

る

方

法

を

学

び

、

付

加

価

値

を

提

供

で

き

る

鍼

灸

師

を

目

指

す

。

　

東

洋

療

法

教

員

養

成

学

科

は

、

は

り

師

、

き

ゅ

う

師

、

あ

ん

摩

マ

ッ

サ

ー

ジ

指

圧

師

の

い

ず

れ

か

の

資

格

取

得

者

を

入

学

対

象

者

と

し

、

指

導

者

、

治

療

家

と

し

て

成

長

で

き

る

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

と

な

っ

て

い

る

。

　

同

校

で

は

Ｊ

リ

ー

グ

・

ガ

ン

バ

大

阪

と

の

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

契

約

を

生

か

し

て

一

流

の

現

場

で

貴

重

な

体

験

が

で

き

る

。

ま

た

、

「

全

国

柔

整

鍼

灸

協

同

組

合

」

（

全

柔

協

）

と

の

強

い

つ

な

が

り

で

、

毎

年

、

非

常

に

高

い

就

職

率

を

維

持

し

て

い

る

。

　

さ

ら

に

、

同

校

は

高

度

な

技

術

や

、

日

本

的

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

能

力

修

得

の

た

め

に

来

日

す

る

留

学

生

に

日

本

語

を

教

育

す

る

日

本

語

学

科

と

、

高

度

で

専

門

的

な

日

本

語

学

習

を

希

望

す

る

留

学

生

の

た

め

の

応

用

日

本

語

学

科

を

設

置

し

て

い

る

。

　

教

育

環

境

面

で

は

、

大

阪

の

中

心

地

、

梅

田

か

ら

徒

歩

圏

内

に

立

地

す

る

第

１

、

第

２

校

舎

の

う

ち

、

第

２

校

舎

を

同

じ

徒

歩

圏

内

に

建

設

し

た

新

校

舎

へ

２

０

２

３

年

度

か

ら

移

転

し

、

現

在

、

医

療

専

門

課

程

は

新

校

舎

で

学

ん

で

い

る

。

　

こ

れ

に

伴

っ

て

、

医

療

専

門

課

程

の

２

０

２

３

年

度

新

入

生

か

ら

㈱

Ｌ

Ｅ

Ｃ

の

Ｍ

ｙ

プ

ラ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

ロ

ッ

カ

ー

を

導

入

し

た

。

そ

れ

ま

で

は

、

ス

チ

ー

ル

製

ロ

ッ

カ

ー

を

使

用

し

て

い

た

が

、

さ

び

や

劣

化

で

校

舎

の

美

観

を

損

ね

て

い

た

。

重

み

も

あ

り

、

角

が

と

が

っ

て

い

る

た

め

、

け

が

を

す

る

恐

れ

も

あ

っ

た

。

　

そ

の

た

め

、

軽

量

で

耐

久

性

、

安

全

性

が

高

い

同

ロ

ッ

カ

ー

を

導

入

。

再

生

材

を

使

い

、

リ

サ

イ

ク

ル

可

能

で

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

に

貢

献

で

き

る

点

も

採

用

の

決

め

手

と

な

っ

た

。

　

施

錠

方

法

は

ダ

イ

ヤ

ル

錠

と

し

、

安

全

性

を

高

め

た

。

色

は

柔

道

整

復

師

科

が

青

、

鍼

灸

師

科

が

緑

と

し

た

。

ロ

ッ

カ

ー

の

設

置

後

、

教

室

内

は

華

や

か

に

な

っ

た

。

　

ま

た

、

軽

量

で

、

容

易

に

移

動

で

き

る

た

め

、

今

後

、

学

年

が

変

わ

り

、

フ

ロ

ア

を

移

動

す

る

と

き

に

ロ

ッ

カ

ー

を

円

滑

に

動

か

す

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

　

ロ

ッ

カ

ー

は

入

学

後

の

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

で

学

生

が

組

み

立

て

た

。

学

生

か

ら

は

「

簡

単

に

組

み

立

て

る

こ

と

が

で

き

た

」

と

い

っ

た

感

想

が

寄

せ

ら

れ

た

。

使

用

開

始

後

は

「

ダ

イ

ヤ

ル

錠

が

使

い

や

す

い

」

と

の

声

も

あ

る

。

　

同

校

は

こ

れ

か

ら

も

、

新

入

生

の

ロ

ッ

カ

ー

に

Ｍ

ｙ

プ

ラ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

ロ

ッ

カ

ー

を

導

入

し

、

２

年

後

に

は

３

学

年

全

て

が

同

ロ

ッ

カ

ー

を

使

用

す

る

こ

と

を

考

え

て

い

る

。

　

同

校

の

北

野

吉

廣

校

長

は

「

新

校

舎

へ

の

移

転

に

当

た

っ

て

、

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

に

よ

る

資

材

不

足

で

、

年

度

初

め

に

十

分

な

環

境

で

ス

タ

ー

ト

を

切

れ

ず

、

学

生

に

は

負

担

を

か

け

る

こ

と

に

な

っ

た

も

の

の

、

新

校

舎

の

白

い

壁

に

カ

ラ

フ

ル

な

ロ

ッ

カ

ー

を

映

え

さ

せ

る

こ

と

は

で

き

た

」

と

話

す

。

　

今

後

も

、

教

育

環

境

の

質

を

高

め

て

い

く

考

え

で

、

学

生

が

自

習

や

グ

ル

ー

プ

学

習

で

使

用

す

る

ラ

ー

ニ

ン

グ

コ

モ

ン

ズ

や

、

日

本

語

学

科

の

留

学

生

と

の

交

流

の

場

で

あ

る

ス

チ

ュ

ー

デ

ン

ト

コ

モ

ン

ズ

の

設

置

を

検

討

し

て

い

る

ほ

か

、

Ｖ

Ｒ

機

器

を

導

入

し

た

基

礎

医

学

教

育

に

も

力

を

注

ぐ

こ

と

に

し

て

い

る

。

　

日

本

工

学

院

専

門

学

校

等

は

高

校

生

を

対

象

に

実

施

し

た

「

高

校

生

イ

ラ

ス

ト

コ

ン

テ

ス

ト

２

０

２

３

」

入

賞

�

作

品

を

決

定

し

た

。

「

春

」

「

夏

」

「

秋

」

「

冬

」

の

い

ず

れ

か

を

テ

ー

マ

。

７

６

５

点

の

応

募

の

中

か

ら

、

中

川

姫

芽

さ

ん

（

山

形

県

・

惺

山

高

校

２

年

）

の

『

ヨ

ー

ヨ

ー

の

波

』

（

テ

ー

マ

「

夏

」

）

が

グ

ラ

ン

プ

リ

に

選

ば

れ

た

。

水

中

に

浮

か

ぶ

カ

ラ

フ

ル

な

水

風

船

（

ヨ

ー

ヨ

ー

）

、

周

り

を

泳

ぐ

金

魚

な

ど

を

モ

チ

ー

フ

に

丁

寧

に

描

か

れ

、

活

気

や

自

由

さ

と

い

っ

た

夏

の

魅

力

が

見

事

に

表

現

さ

れ

た

点

等

が

評

価

さ

れ

た

。

準

グ

ラ

ン

プ

リ

は

川

角

晃

平

さ

ん

（

北

海

道

帯

広

三

条

高

校

２

年

）

の

『

あ

の

日

』

、

高

野

結

さ

ん

（

埼

玉

県

立

川

越

西

高

校

１

年

）

の

『

納

涼

』

が

選

ば

れ

た

。

ま

た

、

学

校

賞

に

は

徳

島

県

立

城

南

高

校

が

選

ば

れ

た

。

　

法

政

大

学

大

原

社

会

問

題

研

究

所

は

�

月

�

日

、

同

大

学

多

摩

キ

ャ

ン

パ

ス

（

東

京

都

町

田

市

）

で

、

第

�

回

大

原

社

研

シ

ネ

マ

・

フ

ォ

ー

ラ

ム

「

ハ

マ

の

ド

ン

」

を

開

催

す

る

。

２

０

１

９

年

８

月

、

〝

ハ

マ

の

ド

ン

〟

こ

と

藤

木

幸

夫

が

横

浜

港

を

巡

る

カ

ジ

ノ

防

止

に

向

け

立

ち

上

が

っ

た

。

体

を

張

っ

た

勝

負

師

の

行

動

は

、

多

く

の

市

民

、

自

民

党

の

長

老

、

カ

ジ

ノ

側

の

人

物

ま

で

も

動

か

す

。

一

方

、

市

民

の

カ

ジ

ノ

の

反

対

の

動

き

は

す

ご

い

勢

い

で

広

が

っ

て

い

た

。

そ

の

声

は

届

か

ず

、

横

浜

市

長

選

に

も

ち

込

ま

れ

た

。

　

上

映

は

�

時

�

分

か

ら

�

時

�

分

ま

で

。

そ

の

後

、

監

督

の

松

原

文

枝

氏

に

よ

る

ト

ー

ク

が

行

わ

れ

る

。

　

参

加

費

無

料

。

申

し

込

み

は

不

要

。

詳

細

は

同

研

究

所

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

（

ｈ

ｔ

ｔ

ｐ

ｓ

：

�

ｏ

ｉ

ｓ

ｒ

－

ｏ

ｒ

ｇ

．

ｗ

ｓ

．

ｈ

ｏ

ｓ

ｅ

ｉ

．

ａ

ｃ

．

ｊ

ｐ

／

）

を

参

照

。

　

学

校

が

卒

業

生

に

贈

る

卒

業

記

念

品

と

し

て

、

㈱

吉

澤

（

栃

木

県

小

山

市

）

が

製

造

、

販

売

し

て

い

る

の

が

、

学

校

行

事

な

ど

の

写

真

を

使

う

「

思

い

出

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

」

だ

。

　

修

学

旅

行

や

、

運

動

会

、

文

化

祭

、

ク

ラ

ブ

活

動

・

部

活

動

、

合

唱

コ

ン

ク

ー

ル

、

マ

ラ

ソ

ン

大

会

な

ど

、

学

校

で

の

思

い

出

が

詰

ま

っ

た

写

真

を

芸

術

品

を

印

刷

す

る

技

術

を

活

用

し

て

、

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

に

高

画

質

に

表

現

。

校

章

や

ロ

ゴ

マ

ー

ク

、

文

字

も

印

刷

す

る

こ

と

で

、

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

を

贈

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

こ

の

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

の

表

面

の

生

地

（

ポ

リ

エ

ス

テ

ル

�

％

、

ポ

リ

ウ

レ

タ

ン

�

％

）

は

美

術

館

や

博

物

館

で

販

売

さ

れ

て

い

る

ア

ー

ト

ク

ッ

シ

ョ

ン

と

同

じ

物

に

な

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

、

同

社

が

開

発

し

た

２

Ｗ

Ａ

Ｙ

ス

ト

レ

ッ

チ

生

地

（

超

極

細

糸

の

ポ

リ

エ

ス

テ

ル

繊

維

）

を

採

用

し

て

お

り

、

写

真

を

詳

細

に

表

現

で

き

る

。

　

一

般

的

に

繊

維

は

織

り

目

で

凹

凸

に

な

っ

て

お

り

、

こ

れ

に

よ

っ

て

写

真

を

印

刷

す

る

と

、

不

鮮

明

に

な

る

が

、

こ

の

生

地

は

表

面

に

熱

ロ

ー

ラ

ー

で

フ

ラ

ッ

ト

加

工

を

施

し

て

い

る

こ

と

か

ら

、

子

供

た

ち

の

豊

か

な

表

情

を

映

し

出

す

。

　

ま

た

、

こ

の

生

地

は

マ

ウ

ス

が

滑

り

や

す

く

、

パ

ソ

コ

ン

の

作

業

を

ス

ム

ー

ズ

に

す

る

。

光

学

式

や

レ

ー

ザ

ー

式

の

マ

ウ

ス

で

使

用

で

き

る

。

　

さ

ら

に

、

机

と

マ

ウ

ス

パ

ッ

ド

が

ず

れ

な

い

よ

う

に

、

ベ

ー

ス

素

材

に

ゴ

ム

ス

ポ

ン

ジ

合

成

シ

ー

ト

を

取

り

入

れ

、

滑

り

止

め

機

能

と

ク

ッ

シ

ョ

ン

性

で

疲

労

を

軽

減

さ

せ

る

。

　

サ

イ

ズ

は

縦

�

㌢

、

横

�

㌢

、

厚

み

３

㍉

で

、

赤

、

オ

レ

ン

ジ

、

青

、

黒

な

ど

�

種

類

か

ら

縁

取

り

の

色

を

選

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

　

■

問

い

合

わ

せ

＝

㈱

吉

澤

☎

０

２

８

５

（

２

４

）

０

１

０

６

、

Ｆ

Ａ

Ｘ

：

０

２

８

５

（

２

２

）

４

５

２

７

、

Ｅ

メ

ー

ル

：

ｙ

ｏ

ｓ

ｈ

ｉ

ｚ

ａ

ｗ

ａ

ｅ

ｉ

ｇ

ｙ

ｏ

ｕ

＠

ｅ

－

ｍ

ａ

ｉ

ｌ

．

ｊ

ｐ
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